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実施期間：2023 年 3 ⽉ 
 
NCLP スクール訪問 

学校名 Siksha Bikash Kendra 
基礎情報 ・1 週間に２回 LIFE EXPERIENCE の授業 

・child labor area ウェストピッカー*として働く⼦どももいる。*ごみ収集 
・10％NCLP / 85%public school / 5%child labor 
・2 週間に１回の parents meeting(教育の重要性と encouragement to go to 
school、衛⽣⾯のことについても) 
・学校の衛⽣環境は整えていて、⽣徒⼀⼈ひとりの衛⽣のチェックも⾏っている 
・今必要なこと：ファンが機能しないから、夏になると⾮常に暑い。マットレス
の環境が良くない、遊び道具や新しいノートブックが不⾜している 
・授業の中で⼦どもが少しでもプレッシャーを感じてしまうとすぐに学校に来な
くなってしまう 
・学校のすぐ裏にある川は⽣活に使⽤されている。（シャワー、洗濯等）しか
し、ゴミの放棄がひどく、衛⽣環境が問題あり。 

  
 

所感 授業に対する⽣徒と教師の向き合う姿勢は、昨⽇訪問をさせていただいた学校よ
りも良いという印象を受けた。しかし、この学校では全学年の⽣徒がひとつの教
室で同じ授業を受けるという授業のスタイルであったため、⾼学年の⽣徒は積極
的に反応があるものの、幼い⽣徒の中には授業についていくのが難しいと感じて
いる⽣徒もいるように感じた。 
 

家庭訪問 学校へ通う⽣徒の家５軒（2 世帯が⼀緒に住んでいるところ×２回、1 軒×1
回） 
1 世帯⽬：⼦どもが 3 ⼈いて、最年少の男の⼦が NCLP スクール、⻑!が"#
の学校へ通う。$%の&'は、 industrial (orkers への)'の*+。  
・もし NCLP スクールがなかったら 



学校が,くにない-合、&'もあるので⼦どもを.ることが難しい。⻑!は/い
て012くらいのところにある!⼦"#学校に通っているが、男⼦校はもっと3
いのと、45的に6えても全7を"#の学校へと.ることが8しい。9のため、
もし NCLP スクールが:校した-合、男の⼦を学校に通;せることができなく
なり、child labor や bad acti<ities に=>してしまう?能性がある。  
・@ABCの⼦どものD⼦について  
@ABCは、E-がFいていないGHでI$さんの&'もストップしたため、⼦
どもたJは家で遊んでいるだけだった。  
・NCLP スクールの重要性について 
⼦どものK来に教育はとってもLMなのにもかか;らN、 NCLP スクールが:校
してしまったら学校へ通;せることができなくなる。だからこ9、 NCLP スクー
ルをすごく重要だとOPしている。  
 
2 世帯⽬：2 世帯Q同で⽣活をしている家。9れRれ 3 ⼈、2 ⼈が NCLP スクー
ルに通っている。 
・もし NCLP スクールがなかったら 
ただ遊んでいるかSウスワークに=>するか、もしくは TUV働 になるか。IW
のXYがなく、"#の学校にひとりで⾏かせる;けには⾏かないため、 NCLP が
今なくなったとしても"#の学校に通;せるとZう[\]は6えにくい。  
・NCLP スクールが^;った_について  
13 `になったタイミンaで"#の学校に通;せようとbcをしている。  
・NCLP スクールに⼦どもを通;せようとdったefについて  
⼦どもたJにしっかり教育を受けてgしい。教師とhのみえるGHをijできて
いるため、スクールにklして.ることができている。  
・⼦どもの NCLP スクールへのmチnーシoンについて  
p いつか学校が:まってしまうんじqないか r というstJもあり、uvきてす
ぐ家のwGから学校が今⽇もやっているかをx⽇yOしていて、Fいているのが
;かるとすごくzし9うに*+を{める。|}の~み•きができない$%に対し
て、学校で学んだことを⽣かして$%に名€の•き•を教えている。  
3 世帯⽬：２軒合;せて合b 3 ⼈の⼦が NCLP スクールに通っている。 
・NCLP スクールに通っているefについて  
教育がなかったら⼦どものK来が‚ƒしてしまうから。（教育の重要性をOPし
ている） 
IWがないから、3くの"#学校へまで通;せることができないから。  
・もしスクールがなかったら 
„…を†ら†らしたり、遊んで 1 ⽇を‡ごすことになる。  
・NCLP スクールを^えた_について（ 13 `ˆ）  
‰Š"#の学校へ通;せる‹Œ。  
・⼦どもの NCLP スクールへのmチnーシoン  



•り合いからもらった"#学校のŽ•フ•ー‘を NCLP スクールに’て⾏って
いる。（学校をとっても“しみにしている）  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所感 
 

45的、環境的な要”で"#学校へ通うことは‰•的に8しいと6えている⼈が
L–で、この@ミ—•˜™の⼦どもたJのšくは NCLP スクールがなけれ›教
育を受けることができていない。また、šくの⼦どもが⾼いmチnーシoンをt
って NCLP スクールの教育に向き合ってIり、%も教育の重要性をOPしたœ
で NCLP スクール^•_については、"#学校へのžŸを ¡している•がš
い。したがって、NCLP スクールの bridge education としての¢£も‰Š¤たす
ことができていると6えることが?能である。  
 

 
 

学校名 Naba ¥isha  
基礎情報 ・１校⽬と¦§して、⽣徒に¨り©った授業がIこな;れている。  

 ・8ª30« ¬­00 学校スタート、11­00®11­30 学校^•   
・教¯の使⽤Š° ­1 週間に ± 回²³   
・"#学校へのžŸ ­2022« 2023、8 ⼈ 
 



   
 

家庭訪問 Naba ¥isha に通う⼦どものI´へµー‘¶·ット、インタ¶—ー  
¸対象  
¹ 1 ⼈の⼦ども（!の⼦）がいる%  
º 3 ⼈の⼦どもがいる%  
» 1 ⼈の⼦ども（男の⼦）がいる%  
¼ 1 ⼈の⼦ども（!の⼦）がいる%  
 
¸ NCLP スクールがなかったら 
・家に½¾しているだけ。IWがないから"#学校へ通;せることができない。  
・!の⼦だから、¿に 1 ⼈で遊›せるのはÀÁだから、家で½¾しているだけに
なる 
・"#学校へ通;せるXYはないため、 NCLP スクールがなくなれ›Â2の⼦ど
もは⼀⽣教育を受けることができない。 
¸もし今 NCLP スクールが:校したら  
・ÃMなÄÅ—Æントや I¥ をŸÇすることができないのと45的なXYがない
のがefで"#学校へは通;せることが難しい。  
¸教育ÂÈと NCLP スクールの重要性に対してのOPについて  
・良い教育を受けることが⼦どものより良いK来につながるからこ9、Éに[\
]のないŠ°で、 NCLP は必要不?ÊなŠ°である  
・NCLP スクールがなけれ›教育を受ける機ËをÌうことになる。  
・%は 1 ⽇働きにÍるため、 1 ⽇中⼦どもを放Îしているとk全⾯でも不kがL
きいが、スクールがF校しているIかÏでklして&'へ向かうことができてい
る。 
・NCLP スクールに⾏かなけれ›、家に½¾をするか働くかの[\]しかないの
と、⼦どものK来へのÐÑのÒÓもÔめて学校へ通;せている。  
 

所感 NCLP スクールがÕÖ@ミ—•˜™の⼦どもたJや×らの%にとって⾮常に重要
なØ¾となっていることがÙ受けられた。45的問題や教育のレnルの問題とÚ
⾏して、"#学校へのÛクÜスのしÝらさや、9れとは反対にÕÖ@ミ—•˜™
の中にあるという NCLP スクールの#Õの良さが×らにとっては重要な要Þで
あるように感じた。 
また、今回µー‘¶·ットをさせていただいたどの家庭の%も 、教育と NCLP
スクールに対して⾮常に重要であるというOPをßいていたのが印象的だった。  



 
 
 

学校名 àagriti Ne( àarpaiguri Station  
!"#$ %&' ()*+,-./0123456789:;<-=1># ?

基礎情報 ・áâしている授業の教ãはäå・nンæルå・çè・é  
・今êは ëë ⼈のìíがある が、この⽇シェルターを訪問していたのは、１２î
îïで 3 ⼈、9の_è⼈来てはÍて⾏くをðりñし、ò)îには 10« 15 ⼈²³
が来ていた。 
・幼いó、男T向けのシェルターで育J、‰¾はこのシェルターのôõのÛシス
タントとして働いている•がいた。  
ö教育をシェルターで受けたことにより、÷イフスÅルがøにつき、もののùú
のOPをしっかりと⾏うことができるようになったことで、ûみを⼀Mしなくな
り、シェルターのÛシスタントとしてü⽤するまでのýþGHをijできるよう
になった。 
・9れRれの⽣徒の能ÿを!⽣がe"をしているため、9れに合;せたカ#Å—
÷‘を9れRれの⽣徒にáâしている。  
・$めてシェルターを訪問する⼦どもが来たîには、$めにチoークをtた せ
て、pなんでもいいから•いてみてrと•かせる。ö9の⼦どもの‰Šの能ÿの
%&を⾏い、9れに合;せたカ#Å—÷‘の'Œを⾏う。  
・教師()は NCLP スクールの!⽣とともに⾏う。()では*いに授業を•+
して、フ™ーÄ,ックを⾏う。  

 
 
 

所感 -.いをしている⼦どもたJに、9して⼦どもたJの%に教育の重要性をO•し
てもらうために、このような/0î間が1まっていない、2らっと#J¨ること
ができる教育3'のØ¾は⾮常に重要である 。-.いとして4れたîとシェルタ
ーでG;ったîの⼦どもの5情の6いが印象的 だった。!
 

 



 
N78 スタッフへの9き:り  
¸ ; さんへの<問  
・NCLP スクール= bridge education("#⾼校への>?しの¢£を@う教育機G ) 
・"#の学校と¦§して、いろいろな家庭環境や性Aの⽣徒がいる。教師はBCな対応がDめられ
るため、9れが難しい。  
・⽇EとインÄの N78 がFÿしあうことによって、GHがよりtI?能なものになっている。  
・|JをシェÛできることもÆ#ットの⼀つ。  
・インÄの教育の問題ï：⼈KL>がMきvこす、!⽣の不⾜。  
教師 1 ⼈あたりが受けtつ⽣徒がL>することにより、⼀⼈⼀⼈に向けた教育をáâすることが難
しくなり、N¤として教育を受けているものの、教育のnOフ™ットをきJんと受け:ることがで
きている⽣徒とできていない⽣徒がP⽣する。  
 
 

以上 


